
～長期休み期間中の遊びと学びのサポートを通じて～

彦部地区

紫波町地域おこし協力隊　河合　愛

もうひとつの居場所



活動について

20 24年7月　地域おこし協力隊着任
テーマ：食を通した子どもの居場所づくり
資格：調理師・食育インストラクターなど



【対象】年長～小学6年生

【時間】7 : 30～18：30

【内容】
・学習サポート
・おかしづくり体験
・ニュースポーツ体験
・ドローン体験
・出張図書館
・お弁当づくり　et c . . .



きっかけ

『子どもたちの休み中、イベント事に参加させたいけれど
仕事で送迎ができないんだよね。。』

あるお母さんのつぶやき

・母の立場として私自身が感じていたもやもや
・子どものころ感じていた漠然とした寂しさや不安



無い、なら
つくっちゃおう。

保護者の都合で送迎ができて、
安心して預けられる場所を。
子どもたちが楽しく、
自分らしく過ごせる場所を。



大切にしたこと

①子どもの「やってみたい！」に耳を傾ける



大切にしたこと

②ひとりひとりのペースに合わせる



大切にしたこと

③「大人も楽しむ！」をスタッフの合言葉に



大切にしたこと

④楽しく食に触れ、できた！を感じられる時間

自分らしさをお弁当箱に詰めて。



子どもたちの小さな声

気軽に友だちと会えるところがあったらなぁ。

あれこれ言われず、
のんびり過ごしたいな。

悩みを聞いてくれるところが
あったらなぁ。



目指す未来



家庭 学校

地域
もうひとつの

居場所

安心して過ごすことができる場の、選択肢の1つに。



もうひとつの
居場所？
地域とゆるやかなつながりが生まれる場所
「自分は自分で良いのだ」と思える場所

生きる根源である‘食’を手段とし、
子どもたちに寄り添っていきたい。





ご清聴ありがとうございました！


